
 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

  

  

 

  

 

  

 

  

 

  

 

 

 

  

 

図書館のこどもページにもすいせん図書がのっています！ 

 こどもページ（https://www.lib.fussa.tokyo.jp/kids/）をチェックしてみてね。 

おすすめの本やイベントのお知らせがのっているよ。 

 福生市立図書館 令和７年 7 月発行 

もし、ゾウと暮らしたら？パンダが家にいたらどう

なる？そんな動物にまつわる「もしも」がつまって

います。生態
せいたい

についてもくわしく書かれているの

で、動物のことを深く知ることができます。 

野生動物と暮らしてみたら ゾウとおさんぽ ソファにパンダ 

小菅正夫／監修 

中村倫也／寄稿  

ＫＡＤＯＫＡＷＡ（2023 年） 

フィリップ・バンティング／文・絵  

堀越英美／訳 

河出書房新社（2024 年） 

民主主義ってなんだろう。 

だれもが安心できる居場所
い ば し ょ

を持ち、だれもが声をあ

げることができる、そんな社会にしていくためにわ

たしたちにできることは何か考えてみましょう。 

自分の言葉で社会を変えるための 民主主義入門 

糸をつむいで世界をつないで 

カタリン・カリコ ｍＲＮＡワクチンを生んだ科学者 

聞かせて、おじいちゃん 原爆の語り部・森政忠雄さんの決意 

クモのアナンシ ジャマイカのむかしばなし 

ケイティ・ハウズ／文 

ディナラ・ミルタリポヴァ／絵  

中野怜奈／訳 

ほるぷ出版（2024 年） 

増田ユリヤ／著 

ポプラ社（2023 年） 

横田明子／著 

山田朗／監修 

国土社（2021 年） 

フィリップ・Ｍ．シャーロック／再話  

マーシャ・ブラウン／絵  

小宮由／訳 

岩波書店（2021 年） 

人は、はるか昔の時代から糸をつむぎ、布を織って

きました。わたしたちのくらしにずっと寄りそって

きた布には、様々な思いがこめられています。布か

ら広がっていく世界を、感じてみませんか？ 

カタリンはワクチンを作る土台となる研究者で、新

型コロナウイルス用ワクチンを作ることに関わった

人です。カタリンは研究を続けるために、いくつも

問題にぶつかりますがあきらめず立ち向かいます。 

 

友紀子のおじいちゃんは、11 才のとき、広島で原子

爆弾の被害にあいました。長い間、その悲しくざん

こくな記憶にふたをしてきたおじいちゃんは、友紀

子に語りながら、あることを決意します。 

ずるがしこいクモのアナンシは、いつだって他人を

出しぬくことばかり考えています。しかし、村人た

ちもそうかんたんにはだまされません。ジャマイカ

に伝わる、ゆかいで不思議な昔話です。 


